
 
 

インフルエンザ流行期になりました 
新型コロナウィルス感染症の感染対策のおかげかこの数年、インフルエンザが

流行することはありませんでした。しかし、感染した人がいない分、インフルエンザ

の免疫を持っている人が少なくなっており、今年は夏休み以降感染者が出ていま

す。本校でも 10 月に一度感染が拡大した時期がありました。インフルエンザと  

新型コロナウィルス感染症の症状は似ているため、区別するには検査する以外 

ないそうです。 

今までから行っている感染症対策はこのまま続けましょう。マスクの着用、手洗

いの励行、アルコール消毒、部屋の換気、密を避ける。また、十分な睡眠、栄養をと

り、体力をつけ、抵抗力を高めておきましょう。少しでも体調が悪いときは無理をせ

ず早めに休養しましょう。3 年生は受験が近づき、勉強も気になると思いますが、

無理せず休んで早く体調を整えることも大切です。休日も外出を控えるなど、対策

をお願いします。 

 

 

 

 

 

※３８℃以上の急激な高熱 

※頭痛・喉の痛み  ※咳・鼻水 

※筋肉や関節の痛み ※全身のだるさ 

感染の予防 

 

※こまめに手洗い・うがい     ※換気する 

※３度の食事をしっかりとる    ※衣服などで体温調節する 

 

咳エチケットを心がけよう 

 

※マスクをしましょう（咳やくしゃみなどで２～３ｍ飛ぶと言われています） 

※マスクをつけていない時は、なるべく周りの人から顔をそむけ、 

ティッシュやハンカチなどで鼻と口をおおいましょう 

 

インフルエンザと診断されたら 

 

インフルエンザは出席停止になります。（欠席日数に数えません） 

 

出席停止期間は、 

「発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日を経過するまで」です。 

                                              （裏面参照） 

無理をしないでゆっくり休養しましょう。 

 

インフルエンザ症状 

休み時間には窓を全開にしよう 

これらの症状が 

現れた場合、 

または疑いがある場合は、 

無理に登校しないで、まずは

病院を受診しましょう。 
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熱が下がっても、この期間は他の人に

感染させる可能性があります。 

欠席にはなりませんので、登校 

しないでゆっくり休んでください。 

☆同じ発症日でも症状や経過は個人によって違います。不明な点は病院や学校にご相談ください 


